
第11回全国手話検定試験が行われます。今年の富山試験会場は総数で１32名です
富山試験会場を受験される人は、昨年の第10回より少し減りましたが、全体では9,684

人と増えました。団体受験形式での受験者を合計すると１万人超えています。一番受験者

数が多い級は３級で2,536人。手話で会話できる人たちが増えていることが分かりうれし

いですね。

なお、下記の試験会場の期間中はセンターは貸し切りとなりますのでご注意下さい。

10月15日（土） ５級 52人受験 ／ ４級 33人受験

10月16日（日） ３級 19人受験 ／ ２級 16人受験

10月22日（土）準１級 ８人受験 ／ １級 ４人受験

全体では、５級が2,281人、４級が2,421人、３級が2,536人、２級が1,460人、

準１級が629人、１級が357人、団体受験による受験者は含まれていません。

★センター運営募金を

お寄せ下さい★

郵便振替口座；

00790 - 0 - 93002

名称；富山県聴覚障害者

センターを支える会

センター利用の実績 ８月21日～９月20日

●来所者 合計約709名
聴障者約272名、健聴者約437名

●コミュニケーション支援コーディネート89件
●ライブラリー貸出 ０件
●相談対応７件 ●部屋貸出56件

10月30日（日）は第２回

めとなる「富山マラソン2

016」です。

県内外のろう者も参加

されていると思います。

応援、観戦で盛り上げた

いですね。

当日は、センターは開

いていますが、センター

前の道路は10:00～16:40

の間、交通規制されます。

ご注意ください。

映像ライブラリー紹介
聴覚障害者向け映像ライブラリーには、ぜひ見て欲しい

番組がたくさんあります。３点紹介します。

●五目ごはん ～私たちの生きる道～

文化の集いで講演していただいた今村彩子さんが作った

番組。５人のろう・難聴学生が卒業後、どんな仕事して、

どんな生活をしているのかがありのままに。

●昭和を切り開いたろう女性からあなたへ

一昔前までは、ろう女性は高等教育を受けることができ

ませんでした。この時代を生きた、藤田孝子さん、岩田恵

子さん、大槻芳子さんの語りをぜひ見て欲しい

●聴力障害者の時間で昭和54年放送の「失聴と人生」～大

原省三さんにきく～収録のDVDもありますよ。

●協会とセンターのホームページ

http://www.tomichokyo.or.jp

●手話通訳・要約筆記・ライブラリ・セ

ンター利用の「手引き」を配布してい

ます。

http://www.tomichokyo.or.jp



